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空間座標系において、 

)0,32,32(),0,32,32(),0,32,32(),0,32,32(),6,0,0(),0,0,0(  DCBAVH  

とすると、 )2,0,0(K である。 

 

ABの中点を )0,0,32(M 、CDの中点を )0,0,32(N とおき、 

xz平面による断面を考える。 

断面VMN は一辺が 34 の正三角形である。 
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tan HMK より 

6


HMK  

MK の延長がVN とぶつかる点を Lとすると、 LはVN の中点である。 

 

したがって、 KBA ,, を通る平面と、 VCVD, の交点 QP, は、 

それぞれ VCVD, の中点となる。 

PQAB∥ であり、四角形 ABQPは台形である。相似性より、 32PQ 。 

台形 ABQPの高さはMLに等しく、 6ML 。 

台形 ABQPの面積は 3186)3432(
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  

一方、
2


MLV であり、VLはV と台形 ABQPの距離に等しい。 32VL 。 

 

以上により、四角錐 ABQPV  の体積は 3632318
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